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OECM（Other Effective area-based Conservation Measures）とは、自然

公園等の保護区以外に、目的に関係なく、民間等の取組により生物多様性保

全に貢献している地域のことです。  

OECM の中には、生物多様性保全が主目的の地域（企業が保全活動を実施し

ている森林やビオトープなど）、生物多様性保全が主目的ではないものの、

その保全に大きく貢献している地域（里地里山や社寺林、都市公園など）が

あります。 

昆明・モントリオール生物多様性枠組では、2030 年までに陸域と海域の 

30%以上を保全・保護すること（30by30）が大きな目標の一つとして掲げられ

たことから、日本を含む世界各地で OECM の役割への期待が高まっていま

す。 

また、日本では OECM の取組を推進するため、民間等の取組によって生物多

様性の保全が図られている区域を「自然共生サイト」という名称で認証する取

組を進めています。 
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生物多様性保全に長期的に貢献する地域 
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